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昨
年
の
暮
れ
に
、
訃
報
が
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。
枚
方
市
・
寝
屋
川
市
防
火
協

会
連
絡
協
議
会
の
岡
本
利
郭
名
誉
会
長
が

昨
年
12
月
30
日
に
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
の
枚
方
市
・
寝
屋
川
市
防
火
協
会

連
絡
協
議
会
と
は
、
八
戸
地
域
防
災
協
会

（
以
下
、
本
協
会
）
の
前
身
団
体
の
一
つ

で
あ
っ
た
八
戸
地
域
広
域
防
火
管
理
者
協

会
が
昭
和
60
年
３
月
に
友
好
姉
妹
協
会
と

し
て
締
結
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
連
絡
協

議
会
の
会
長
と
し
て
長
ら
く
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
３
月
に
は
、
枚
方
市
・
寝
屋

川
市
防
火
協
会
連
絡
協
議
会
設
立
60
周
年

記
念
式
典
に
本
協
会
の
役
員
が
出
席
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。「
僕

は
、
八
戸
が
大
好
き
」
が
口
癖
で
豪
快
な
、

お
人
柄
で
し
た
。
平
成
25
年
８
月
の
本
協

会
５
周
年
記
念
式
典
の
際
は
来
八
さ
れ
、

ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
の
10
周
年
記

念
式
典
で
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

し
た
が
直
前
に
体
調
を
崩
さ
れ
、
残
念
な

が
ら
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

と
な
り
ま
す
。
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年

の
第
18
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
戦
争
で

焼
け
野
原
だ
っ
た
日
本
が
僅
か
19
年
余
り

で
開
催
、
当
時
は
奇
跡
の
復
興
と
称
賛
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
国
民
が
自
信
と
誇
り
、

そ
し
て
栄
光
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

10
月
10
日
、
世
界
の
94
か
国
の
選
手
団
の

開
会
式
が
行
わ
れ
た
国
立
競
技
場
の
空
に

五
輪
の
シ
ン
ボ
ル
の
輪
、
電
光
掲
示
板
に

は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
重
要
な
こ
と
は
勝

つ
こ
と
で
は
な
く
、
参
加
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
精
神
が
映
し
出
さ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　
夢
の
超
特
急
・
東
海
道
新
幹
線
、
羽
田

モ
ノ
レ
ー
ル
、
首
都
高
速
道
路
の
開
通
な

ど
高
度
経
済
成
長
の
「
良
き
日
本
」
で
し

た
。
ま
た
、テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫（
家

庭
の
三
種
の
神
器
と
い
わ
れ
た
）
が
各
家

庭
に
普
及
し
始
め
生
活
が
豊
か
に
な
っ
て

い
く
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
映
画
の
『
Ａ

Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
　
三
丁
目
の
夕
日
‘64
』
を
見

た
と
き
に
は
、
と
て
も
懐
か
し
く
感
じ
ま

し
た
。
当
時
、
小
学
生
だ
っ
た
私
は
、
日

本
の
選
手
の
活
躍
に
胸
躍
ら
せ
、
テ
レ
ビ

を
夢
中
で
観
て
い
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
期
間
は
、
ほ
と
ん
ど
授
業
は
な
く
先
生

も
児
童
も
一
緒
に
な
っ
て
世
紀
の
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
を
楽
し
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　
大
松
博
文
監
督
が
率
い
る
東
洋
の
魔
女
、

強
敵
ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）
を
破
り
金
メ
ダ

ル
。
マ
ラ
ソ
ン
２
連
覇
の
ア
ベ
ベ
、
国
立

競
技
場
内
に
２
位
で
入
っ
て
き
た
円
谷
幸

吉
選
手
が
イ
ギ
リ
ス
の
ヒ
ー
ト
リ
ー
選
手

に
抜
か
れ
銅
メ
ダ
ル
。
体
操
で
は
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
チ
ャ
ス
ラ
フ
ス
カ
選
手

の
華
麗
な
る
演
技
。
柔
道
の
無
差
別
級
決

勝
戦
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ヘ
ー
シ
ン
ク
に
敗
れ

た
神
永
選
手
等
々
。

　
あ
れ
か
ら
56
年
が
経
ち
令
和
２
年
を
迎

え
ま
し
た
。今
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ど
の
よ
う
な
ド
ラ

マ
が
展
開
さ
れ
、
感
動
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
今
か
ら
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
会
員
の
皆
様
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
令
和
２
年
が
八
戸
地
域
に

と
っ
て
災
害
の
な
い
穏
や
か
な
一
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
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八
戸
部
会
の
部
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て

お
り
ま
す
北
向
と
申
し
ま
す
。	

　
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
何
か
と
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。	

　
平
成
20
年
４
月
八
戸
地
域
防
災
協
会
が

設
立
さ
れ
10
周
年
を
迎
え
、
更
な
る
会
員

の
結
束
と
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
業
態

別
部
会
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
、
平
成
31

年
度
総
会
に
て
会
則
が
改
正
さ
れ
、
八
戸

部
会
、
八
戸
東
部
会
、
三
戸
部
会
、
五
戸

部
会
、
お
い
ら
せ
部
会
の
消
防
署
別
の
５

部
会
の
編
成
と
な
り
、
地
域
と
密
着
し
た

活
動
が
出
来
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
戸
消
防
本
部
の
外
郭
団
体
の
会
員
と

し
て
約
40
年
、
そ
の
中
で
良
く
耳
に
し
た

の
は
「
公
助
、
自
助
、
共
助
」
の
言
葉
で

あ
り
、
大
き
な
災
害
で
は
公
助
に
は
限
界

が
あ
る
、
大
事
な
の
は
地
域
住
民
の
理
解

と
協
力
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
八
戸
地
域
防
災
協
会
結
成
の
準
備
が
進

ん
で
い
た
頃
、
自
分
も
防
災
に
対
し
て
の

意
識
が
少
し
高
ま
っ
て
い
る
時
で
あ
り
ま

し
た
。
当
時
根
城
地
区
連
合
町
内
会
の
事

務
局
長
を
務
め
て
い
た
の
で
こ
の
地
域
に

自
主
防
災
会
を
設
立
出
来
な
い
か
、
八
戸

市
の
防
災
担
当
課
を
訪
れ
参
考
資
料
を
頂

き
、
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た
会
則
や
細

則
、
そ
し
て
組
織
や
防
災
活
動
の
原
案
を

作
成
し
根
城
地
区
連
合
町
内
会
の
承
認
を

得
て
平
成
20
年
11
月
に
根
城
地
区
連
合
町

内
会
自
主
防
災
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
当
自
主
防
災
会
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
目
的
は
「
災
害
に
よ
る
被
害

の
防
止
及
び
軽
減
を
図
る
こ
と
」
で
あ
り

ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
い
か
に
機
能
出

来
る
か
、
そ
の
た
め
の
組
織
と
訓
練
を
明

確
に
し
て
住
民
の
賛
同
と
協
力
を
得
ら
れ

る
か
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
町
内
会
別

に
５
つ
の
活
動
班
を
設
置
し
年
数
回
の
班

リ
ー
ダ
ー
会
議
、
訓
練
前
の
事
前
会
議
等

を
重
ね
毎
年
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
訓
練
は
根
城
公
民
館
、
根
城
小
学
校
等

で
八
戸
消
防
署
根
城
分
遣
所
の
指
導
、
協

力
を
得
て
主
に
体
験
型
の
訓
練
を
行
な
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
３
月
11
日

発
災
の
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
実
践

型
訓
練
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
地
域
住
民

の
中
か
ら
実
践
型
指
導
者
を
求
め
探
し
当

て
た
の
は
、
元
八
戸
消
防
署
署
長
の
岩
間

祥
郎
氏
で
あ
り
ま
す
。	

　
さ
っ
そ
く
岩
間
氏
に
自
主
防
災
会
会
長

に
就
任
頂
き
、
毎
年
根
城
中
学
校
を
会
場

に
全
生
徒
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た

実
践
型
訓
練
を
実
施
、
一
昨
年
か
ら
女
性

部
の
協
力
を
得
て
700
人
分
の
炊
き
出
し
ま

で
行
な
う
ハ
ー
ド
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。	

　
自
主
防
災
会
発
足
後
初
め
て
活
動
し
た

の
は
、
東
日
本
大
震
災
で
あ
り
避
難
所
と

な
っ
た
根
城
公
民
館
に
２
日
間
寝
泊
り
し

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
自
然
災
害

が
多
い
昨
今
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
向

上
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
八
戸
地
域
防
災
協
会
が
、
防
災
活
動
を

通
し
地
域
社
会
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
で

き
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　地
域
防
災
意
識
の
向
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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域
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向

上
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
八
戸
地
域
防
災
協
会
が
、
防
災
活
動
を

通
し
地
域
社
会
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
で
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る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
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。

　
　
　
　
　地
域
防
災
意
識
の
向
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
戸
地
域
防
災
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　八
戸
部
会
長

　北

　向

　幸

　吉
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令
和
元
年
10
月
９
日（
水
）、「
防
災
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
９
」
が
八
戸
市
体
育
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
当
協
会
、
八
戸
地

域
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
育
成
協
議

会
及
び
八
戸
消

防
本
部
が
共
催

し
、
地
域
の
各

防
災
団
体
が
一

堂
に
会
し
連
携

を
深
め
、
防
災

体
制
の
一
層
の

充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し

て
隔
年
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
協
会
員
を
含
め
約
１
︐
４
０
０
名
が

参
加
す
る
中
、
消
防
ラ
ッ
パ
隊
の
勇
壮
な

行
進
で
幕
を
開
け
、
第
一
部
に
式
典
、
第

二
部
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
（
20

ク
ラ
ブ
₄₈₅
名
）
が

和
太
鼓
、
遊
戯
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
、
鼓
笛
隊
演
奏
、

ミ
ニ
ポ
ン
プ
車
操

法
、
は
し
ご
乗
り

な
ど
、
９
つ
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

分
か
れ
て
演
技
を
行
い
、
さ
ら
に
幼
年
ク

ラ
ブ
員
全
員
が
声
を
合
わ
せ
「
火
遊
び
し

ま
せ
ん
　
火
の
用
心
」
と
元
気
に
誓
い
ま

し
た
。

　
第
二
部
の
最
後
に
は
女
性
消
防
ク
ラ
ブ

員
71
名
が
、
家
庭
あ
ん
し
ん
音
頭
（
消
防

職
員
作
詞
・
作
曲
）
に
合
わ
せ
て
踊
り
を

披
露
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促

進
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
演

出
と
迫
力
の
あ
る

演
技
な
ど
に
対
し

て
、
会
場
内
か
ら

は
大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
沸
き
上
が

り
、
大
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

防災フェスタ開催防災フェスタ開催防災フェスタ開催

　
令
和
元
年
11
月
５
日
・
７
日
・
８
日
の

３
日
間
、
各
市
町
村
担
当
課
、
民
生
委
員
、

八
戸
電
気
工
事
業
協
同
組
合
、
協
同
組
合

八
戸
管
工
事
協
会
及
び
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
八

戸
営
業
所
の
協
力
の
も
と
、
高
齢
者
世
帯

及
び
障
害
者
世
帯
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の	

寄
贈
・
設
置
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
八
戸
市
、
階
上
町
及
び
三

戸
町
の
61
世
帯
に
対
し
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
（
計
84
個
）
の
寄
贈
設
置
、
さ
ら
に

火
気
使
用
機
器
及
び
水
回
り
の
点
検
整
備

と
あ
わ
せ
て
、
タ
コ
足
配
線
や
火
気
取
扱

い
な
ど
の
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
住
宅
火
災
か
ら

高
齢
者
な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
の
犠
牲

を
減
ら
し
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
日
常

生
活
の
維
持
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
災

害
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
の
推
進
を
目

的
と
し
て
い
ま

す
。

　
来
年
度
以
降

も
、
計
画
的
に

実
施
す
る
予
定

で
す
の
で
、
会

員
皆
様
の
御
協

力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業

災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業
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令
和
元
年
11
月
11
日
、
12
日
の
１
泊
２

日
で
仙
台
市
及
び
釜
石
市
視
察
に
25
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

視
察
研
修
を
終
え
て

　
今
回
「
八
戸
地
域
防
災
協
会
」
の
視
察

研
修
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
初
日
（
11
月
11
日
）
は
仙
台
国
際

セ
ン
タ
ー
で「
第
10
回
震
災
対
策
技
術
展
」

を
見
学
し
ま
し
た
。

視
察
研
修

東
北
医
療
福
祉
事
業
協
同
組
合

　総
務
部

　総
務
担
当
課
長

　松
橋

　伸
太

　
見
学
を
終

え
、
宿
泊
先

の
松
島
へ
移

動
、
２
日
目

（
11
月
12
日
）

は
岩
手
県
釜

石
市
の
「
う

の
す
ま
い
・

ト
モ
ス
」
を

見
学
し
ま
し

た
。
２
日
間

で
は
あ
り
ま

し
た
が
と
て

も
充
実
し
た

研
修
で
し
た
。

　
そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
２
日
目

の
釜
石
市
「
う
の
す
ま
い
・
ト
モ
ス
」
に

つ
い
て
の
感
想
を
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
釜
石
市
で
は
２
０
１
１
年
（
平
成
23

年
）
３
月
11
日
、

午
後
２
時
46
分

に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
の

大
津
波
に
よ
り
、

１
︐
０
０
０
人

を
超
え
る
尊
い

命
を
喪
い
ま
し

た
。
報
道
等
で

も
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
津

波
の
規
模
は

想
定
を
は
る

か
に
超
え
る

も
の
で
あ
り
、

津
波
が
引
い

た
後
に
残
さ

れ
た
の
は
瓦

礫
に
埋
め
尽

く
さ
れ
変
わ

り
果
て
た
街

の
風
景
で
し

た
。
私
た
ち

の
住
む
八
戸
市
で
も
か
つ
て
体
験
し
た
こ

と
の
な
い
規
模
の
地
震
に
襲
わ
れ
ま
し
た

が
、
釜
石
市
で
の
想
像
を
絶
す
る
被
害
状

況
を
体
験
者
の
方
か
ら
直
接
お
聞
き
し
、

言
葉
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
回
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
施
設

「
う
の
す
ま
い
・
ト
モ
ス
」
は
、
東
日
本

大
震
災
の
記
憶
や
教
訓
を
将
来
に
伝
え
る

と
と
も
に
、
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
や
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
複
数
の
公
共
施
設
を
一
体
的
に
配
置
し
、

憩
い
親
し
め
る
場
と
し
て
、
ま
さ
に
地
域

活
動
や
観
光
交
流
を
振
興
す
る
施
設
で
す
。

　
災
害
は
時
間
や
場
所
を
選
び
ま
せ
ん
。

将
来
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
災
害
に
対
し

多
く
の
教
訓
を
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
特
に
、

医
療
・
介
護
施
設
で
は
よ
り
高
い
防
災
意

識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
釜
石
市
防
災

市
民
憲
章
に
刻

ま
れ
て
い
る

「
備
え
る
、
逃

げ
る
、
戻
ら
な

い
、語
り
継
ぐ
」

を
忘
れ
る
こ
と

な
く
今
後
の
防

災
活
動
に
役
立

て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
視
察
研
修
を
企
画
し
て
い
た
だ

い
た
八
戸
地
域
防
災
協
会
及
び
会
員
の
皆

様
、
そ
し
て
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
消
防
本
部
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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各
部
会
研
修
会

八

　戸

　部

　会

　
八
戸
部
会
前

期
研
修
会
は
令

和
元
年
９
月
20

日（
金
）き
ざ
ん

八
戸
を
会
場
に

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
青

森
地
方
気
象
台

よ
り
濱
浦
俊
悦

氏
を
お
招
き
し

て
「
防
災
気
象

情
報
等
の
利
活

用
に
つ
い
て
」

及
び
八
戸
消
防
署
　
第
一
消
防
隊
長
　
坂

本
淳
消
防
司
令
に
よ
る
「
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
に
伴
う
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動

報
告
」
の
２
部
構
成
で
行
い
、
研
修
会
に

は
67
事
業
所
、
会
員
82
名
と
八
戸
消
防
署

管
内
職
員
34
名
の
総
勢
11₆
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
濱
浦
氏
の
講
義
を
聴
講
し
た
会
員
、
職

員
と
も
ど
も
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

防
災
気
象
情
報
を
効
果
的
に
活
用
し
、
自

ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
意
識
を
持
つ
こ
と

の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
９
月
６
日
（
木
）
に

発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
伴
う

緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

現
地
に
派
遣
さ
れ
た
隊
員
の
視
点
か
ら
の

現
状
と
経
験
に

報
道
で
は
知
り

え
な
い
活
動
の

裏
側
事
情
を
興

味
津
々
に
聞
き

入
り
、
更
な
る

防
災
意
識
の
向

上
と
官
民
お
互

い
の
連
携
の
必

要
性
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
研
修
会
後
は

同
会
場
で
総
会

を
実
施
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
役
員

が
滞
り
な
く
選
出
、
承
認
さ
れ
、
懇
親
会

で
は
災
害
が
無
い
よ
う
に
祈
念
し
、
参
加

者
一
同
親
睦
を
深
め
、
有
意
義
な
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
後
期
研
修

会
は
八
戸
東

部
会
と
合
同

で
実
施
し
２

月
３
日（
月
）、

４
日（
火
）に

消
防
本
部
５

階
の
研
修
室

に
お
い
て
普

通
救
命
講
習

会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
２
日
間
で

1₄₉
名
が
受
講
。
救
命
救
急
の
ス
キ
ル
を
学

び
、
救
命
の
連
鎖
の
重
要
性
を
理
解
す
る

と
と
も
に
、
勇
気
を
持
っ
て
行
動
が
で
き

る
よ
う
参
加
者
に
訴
え
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
12
月
６
日
（
金
）、
き
ざ
ん

八
戸
に
お
い
て
、
菊
池
の
ど
か
氏
（
い
の

ち
を
つ
な
ぐ

未
来
館
）
を

講
師
に
お
招

き
し
、
全
体

研
修
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
菊
池
氏
は
、「
い
の
ち	

て
ん
で
ん
こ
」

と
題
し
て
、
東
日
本
大
震
災
で
「
釜
石
の

奇
跡
」
と
呼
ば
れ
た
釜
石
東
中
学
校
在
学

当
時
の
津
波
避
難
体
験
を
も
と
に
、
防
災
、

減
災
の
在
り
方
に
つ
い
て
御
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
メ
デ
ィ
ア
で
は
知
る
こ
と
の
で
き

な
い
震
災
体
験
の
生
の
声
は
、
参
加
者
の

心
に
深
く
響
く
も
の
で
、
な
か
に
は
涙
す

る
参
加
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
後

は
懇
談
会
を
開

催
し
、
一
年
間

の
労
を
ね
ぎ
ら

う
と
と
も
に
、

会
員
相
互
の
親

睦
を
図
り
ま
し

た
。

　
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
が
八
戸
消
防
本

部
に
お
い
て
２
月
26
日
（
水
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
消
防
法
に
よ
り
防
火
管
理
者
を
定
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、

一
定
規
模
以
上
の
防
火
対
象
物
の
防
火
管

理
者
は
、
５
年
以
内
ご
と
の
再
講
習
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
対

象
者
の
知
識
・
技
能
の
更
新
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
八
戸
消
防
本
部
が
主
催
、

後
援
と
し
て
当
協
会
が
お
手
伝
い
し
毎
年

開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
今
回
は
61
名

の
方
が
受
講
し
、

講
習
会
の
最
後

に
は
、
参
加
者

全
員
に
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
開
催︵
後
援
︶

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
開
催︵
後
援
︶

全 体 研 修 会全 体 研 修 会全 体 研 修 会全 体 研 修 会全 体 研 修 会全 体 研 修 会全 体 研 修 会

講師　菊池のどか氏

北向部会長挨拶
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八

戸

東

部

会

　
令
和
元
年
度
の
八
戸
東
部
会
研
修
会
は

９
月
18
日
（
水
）
に
、
当
協
会
齊
藤
会
長

を
お
招
き
し
、
屋
形
船
新
井
田
丸
の
船
内

を
会
場
と
し
て
部
会
員
21
名
、
消
防
職
員

14
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
航
に
先
立
ち
工
藤
美
登
部
会
長
か
ら

「
震
災
や
火
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
今
後
の
防
災
活
動
に
活
か
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、
八

戸
港
沿
岸
を
周
遊
し
な
が
ら
、
消
防
職
員

や
会
員
の
方
に
よ
る
関
連
施
設
の
説
明
や

防
災
に
関
す
る
知
識
・
情
報
に
つ
い
て
講

話
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
視
察
し
た
沿
岸
施
設
に
は
、
東
日

本
大
震
災
で
津
波
の
被
害
を
大
き
く
受
け

た
館
鼻
漁
港
、
第
三
魚
市
場
、
東
北
電
力

八
戸
火
力
発
電
所
等
の
復
興
状
況
や
、
平

成
27
年
11
月
の
火
災
で
焼
失
し
た
蕪
島
神

社
の
再
建
状
況
を
視
察
し
な
が
ら
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
施
設
の
説
明
で
は
、
み
な
と
体
験
学
習

館
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
基
地
、
大
平
洋
金
属
な

ど
の
紹
介
の
ほ
か
、
館
鼻
朝
市
で
の
合
同

避
難
誘
導
訓
練
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
具
体
的
な
使
い
方
、
火
災
発
生
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
、時
に
は
ユ
ー
モ
ア（
国

際
化
時
代
に
対
応
す
る
部
会
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
某
大
学
を
修
了
し
た
署
員
の
英
語

で
の
説
明
（
笑
））
を
交
え
た
り
、
北
日

本
造
船
の
三
浦
理
事
か
ら
は
巨
大
船
が
完

成
す
る
ま
で
の
説
明
を
頂
い
た
り
（
沿
岸

部
か
ら
見
た
船
も
ま
た
お
見
事
で
し
た
）、

加
え
て
、
○
を
酌
み
交
わ
す
交
流
も
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
内
容
が
非
常
に
有
意

義
で
役
立
っ
た
。」「
海
側
か
ら
の
八
戸
の

風
景
が
新
鮮
だ
っ
た
。」「
こ
の
よ
う
な
研

修
会
は
初
め
て
で
大
変
良
か
っ
た
。」
な

ど
の
声
が
多
く
聴
か
れ
ま
し
た
。

　
結
び
に
、
八
戸
東
部
会
と
名
称
を
改
め

て
の
最
初
の

研
修
会
（
天

気
に
も
恵
ま

れ
正
に
最
高

の
船
出
で
し

た
）
で
も
あ

り
、
参
加
者

一
同
、
今
後

も
相
互
に
協

力
し
合
っ
て

防
火
防
災
活

動
に
取
り
組

む
決
意
を
新

た
に
し
ま
し

た
。

三

戸

部

会

　
11
月
５
日
（
火
）

に
三
戸
消
防
署
で
三

戸
部
会
研
修
会
を
開

催
し
、
14
事
業
所
か

ら
19
名
、
消
防
職
員

５
名
の
24
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
三
戸
消
防
署
員
を
講
師

と
し
て
「
近
年
の
火
災
」
を
テ
ー
マ
に
、

火
災
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
火
災
の
種

類
及
び
発
生
率
、中
で
も
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
充
電
器
の
爆
発
火
災
や
沖
縄
県
首
里
城

の
火
災
事
例
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
必
要
性
も
共
有
し
、
更

に
は
火
災
を
予
防
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

再
認
識
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

五

戸

部

会

　
五
戸
消
防
署
管
内
（
部
会
長
　
下
舘
幸

作
）
で
は
、
令
和
元
年
８
月
20
日
（
火
）

五
戸
消
防
署
管
内
８
事
業
所
の
会
員
、
個

人
会
員
及
び
五
戸
消
防
署
管
内
職
員
の
計

19
名
が
参
加
し
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
の
研
修
会
は
２
年
ぶ
り
の
視
察

研
修
で
、
八
戸
市
沼
館
公
園
緑
地
北
側
か

ら
発
着
し
て
い
る
観
光
遊
覧
船
に
乗
船
し

八
戸
港
と
、
開
館
間
も
な
い
、
館
鼻
公
園

に
隣
接
す
る
「
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習

館
」
の
２
か
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
観
光
遊
覧
船
。
心
配
さ
れ
た
天

候
も
皆
さ
ん
の
日
頃
の
心
が
け
の
良
さ
？

か
朝
か
ら
の
雨
も
出
港
時
に
は
や
み
、
風
、

波
と
も
穏
や
か
と
な
り
ま
し
た
。
波
を
切

っ
て
進
む
に
つ
れ
、

八
戸
の
鳥
ウ
ミ
ネ
コ

が
や
っ
て
来
て
餌
を

ね
だ
り
始
め
る
と
皆

童
心
に
帰
り
、
餌
の

「
か
っ
ぱ
え
び
せ
ん
」

を
自
ら
も
頬
張
り
な

が
ら
、
近
づ
い
て
来

る
ウ
ミ
ネ
コ
と
戯
れ

つ
つ
、
震
災
か
ら
８
年
５
か
月
経
っ
た
八

戸
港
の
復
興
の
様
子
を
普
段
見
る
こ
と
の

な
い
逆
の
海
側
か
ら
視
察
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
誰
一
人
エ
チ
ケ
ッ
ト
袋
を
使
用
す

る
こ
と
な
く
無
事
帰
港
し
た
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
元
年
７
月
、
館
鼻
公
園

に
隣
接
す
る
旧
八
戸
測
候
所
が
湊
地
域
の

歴
史
・
文
化
と
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被

害
を
伝
え
る
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

「
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習
館
」
を
訪
れ
、

展
示
物
等
を
見
て
は
、あ
の
８
年
前
の
３
・

11
が
鮮
明
に
蘇
り
、
一
同
改
め
て
日
頃
か

ら
の
準
備
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
接
す
る
「
グ

千葉副部会長挨拶　

◀
研
修
会
の
様
子

工藤部会長挨拶
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こ
と
な
く
無
事
帰
港
し
た
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
元
年
７
月
、
館
鼻
公
園

に
隣
接
す
る
旧
八
戸
測
候
所
が
湊
地
域
の

歴
史
・
文
化
と
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被

害
を
伝
え
る
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

「
八
戸
市
み
な
と
体
験
学
習
館
」
を
訪
れ
、

展
示
物
等
を
見
て
は
、あ
の
８
年
前
の
３
・

11
が
鮮
明
に
蘇
り
、
一
同
改
め
て
日
頃
か

ら
の
準
備
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
接
す
る
「
グ

千葉副部会長挨拶　

◀
研
修
会
の
様
子

工藤部会長挨拶
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レ
ッ
ト
タ
ワ
ー
み
な
と
」
に
も
昇
り
、
陸

側
か
ら
も
八
戸
港
の
様
子
を
見
物
し
て
い

ま
し
た
。

　
研
修
後
は
、
場
所

を
「
ア
ピ
ル
五
戸
」

に
移
し
て
懇
親
会
を

開
催
。
あ
の
な
ん
と

も
奇
妙
な
形
を
し
た

観
光
遊
覧
船
に
乗
船

し
、
八
戸
の
港
を
別

の
角
度
か
ら
見
れ
た

こ
と
に
新
鮮
さ
を
感

じ
、
ま
た
、
み
な
と

体
験
学
習
館
で
学
習

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

料
理
に
箸
を
つ
つ
き

な
が
ら
語
り
合
い
、

よ
り
一
層
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た

非
常
に
実
の
あ
る
研

修
会
で
し
た
。

　
ま
た
、
２
月
27
日
に
は
、
ア
ピ
ル
五
戸

に
お
い
て
総
員
19
名
が
参
加
し
、
令
和
元

年
度
事
業
報
告
会
・
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
研
修
会
は
「
こ
れ
か
ら
の
防
災
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
五
戸
消
防
署
松
本
署

長
が
講
師
を
務
め
、
近
年
全
国
に
お
い
て

自
然
災
害
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
い
つ
、
誰
が
被
災
者
に
な
っ
て
も

困
ら
な
い
た
め
に
、
身
近
に
あ
る
ア
ウ
ト

ド
ア
グ
ッ
ズ
こ
そ
防
災
用
品
と
し
て
代
用

で
き
る
こ
と
に
目
を
向
け
、
自
分
愛
用
の

ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
を
所
狭
し
と
持
ち
込

み
、
防
災
に
も
役
立
つ
こ
と
を
こ
と
細
か

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
同
感

心
す
る
と
と
も
に
職
場
に
戻
っ
た
な
ら
ば

是
非
み
ん
な
に
伝
え
た
い
と
声
を
合
わ
せ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
懇
親
会

で
は
、
各
会
員
及
び
消
防
職
員
は
松
本
署

長
か
ら
聞
い
た
ば
か
り
の
講
演
に
つ
い
て

会
話
を
弾
ま
せ
、
非
常
に
有
意
義
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

お
い
ら
せ
部
会

　
お
い
ら
せ
部
会
で
は
、
令
和
元
年
度
前

期
研
修
会
を
９
月
４
日
（
水
）
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
個
人
で
は
あ
ま
り
出
向
く
こ

と
の
な
い
施
設
で
の
研
修
を
と
い
う
こ
と

で
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
あ
お
も
り
放
送
局
」「
青
森

地
方
裁
判
所
」「
青
森
県
警
察
本
部
」
を

視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　
お
い
ら
せ
部
会
の
会
員
31
名
、
消
防
職

員
６
名
の
総
勢
37
名
が
参
加
し
、
お
い
ら

せ
消
防
署
を
出
発
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
あ
お
も
り

放
送
局
」
か
ら
の
研
修
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
あ
お
も
り
放
送
局
」
で
は
、

ス
タ
ジ
オ
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
テ

レ
ビ
映
像
の
仕
組
み
や
ス
タ
ジ
オ
の
様
子

な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
カ
メ
ラ
や
そ
の
他
の

機
材
に
も
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ス
タ
ー
席
に
も
座
ら
せ
て
も
ら
い
、

会
員
皆
で
賑
や
か
に
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
ー
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。
終
わ
り
に

は
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、
チ
ョ
ロ
ミ
ー
、
ム
ー
ム
ー
、

ガ
ラ
ピ
コ
と
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
る
こ

と
も
で
き
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
次
に
は
「
青
森
地
方
裁
判
所
」
を
訪
れ
、

職
員
の
方
か
ら
裁
判
員
裁
判
制
度
に
つ
い

て
の
お
話
や
会
員
か
ら
の
質
問
を
受
け
て

い
た
だ
い
て
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
に
は
、
実
際
の
裁
判
の
傍
聴
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
殆
ど
の
方
が
初

め
て
の
傍
聴
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
興
味

深
く
、
真
剣
な
眼
差
し
で
傍
聴
し
て
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
「
青
森
県
警
察
本
部
」
で
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　
鑑
識
の
研
修
で
は
、
仕
事
の
内
容
や
機

材
の
説
明
を
受
け
、
実
際
に
指
紋
や
足
跡

の
痕
跡
等
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
精

度
と
刑
事
ド
ラ
マ
で
よ
く
見
か
け
る
光
景

に
皆
で
感
心
し
き
り
で
し
た
。

　
指
令
セ
ン
タ

ー
で
の
研
修
で

は
、
出
動
の
状

況
や
指
令
セ
ン

タ
ー
の
体
制
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
携
帯
電
話
か
ら
の
110

番
通
報
も
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
110
番
通
報
が
入
る
場
所
を
実
際
に
見
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
皆
に
と
っ
て
大
き

な
収
穫
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
帰
り
に
は
、
東
北
町
の
道
の
駅
「
お
が

わ
ら
湖
」
で
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
研
修
終
了
後

に
は
、
お
い
ら

せ
町
の
月
見
旅

館
で
親
睦
会
を

行
い
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご

し
な
が
ら
一
層

の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。


